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1. 2020年3月期の連結業績（2019年4月1日～2020年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期 42,970 △4.9 3,097 △67.6 3,096 △50.2

2019年3月期 45,227 △4.1 9,586 △21.3 6,221 △13.0

（注）包括利益 2020年3月期　　△8,794百万円 （―％） 2019年3月期　　2,134百万円 （△77.9％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率

経常収益経常利益
率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2020年3月期 72.92 72.77 2.1 0.1 7.2

2019年3月期 145.80 145.44 4.2 0.3 21.1

（参考） 持分法投資損益 2020年3月期 114百万円 2019年3月期 155百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期 2,997,845 138,003 4.5 3,243.76

2019年3月期 3,078,883 148,041 4.8 3,483.19

（参考） 自己資本 2020年3月期 137,769百万円 2019年3月期 147,811百万円

(注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　なお、本「自己資本比率」は自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2020年3月期 △88,702 △22,659 △1,586 233,985

2019年3月期 △58,915 146,931 △7,364 346,928

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2019年3月期 ― 20.00 ― 15.00 35.00 1,497 24.0 1.0

2020年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00 1,277 41.1 0.8

2021年3月期(予想) ― 15.00 ― 15.00 30.00 42.4

(注)配当金の内訳　2019年3月期第2四半期末　記念配当5円00銭



3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 18,200 △13.0 2,400 △44.9 1,400 △57.6 32.96

通期 37,400 △12.9 5,600 80.8 3,000 △3.1 70.63

※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期 42,900,000 株 2019年3月期 42,900,000 株

② 期末自己株式数 2020年3月期 427,921 株 2019年3月期 464,572 株

③ 期中平均株式数 2020年3月期 42,458,162 株 2019年3月期 42,668,305 株

（参考）個別業績の概要

1. 2020年3月期の個別業績（2019年4月1日～2020年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期 42,902 △5.5 2,691 △71.8 2,895 △54.5

2019年3月期 45,439 △3.3 9,573 △17.1 6,364 △4.8

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2020年3月期 68.00 67.86

2019年3月期 148.72 148.35

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期 2,995,959 133,993 4.4 3,143.43

2019年3月期 3,077,106 143,602 4.6 3,371.93

（参考） 自己資本 2020年3月期 133,893百万円 2019年3月期 143,502百万円

(注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　なお、本「自己資本比率」は自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 2021年 3月期の個別業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 18,500 △12.1 2,500 △43.0 1,500 △55.9 35.21

通期 37,500 △12.5 5,400 100.6 3,000 3.6 70.43

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
当行としてその実現を約束するものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況１．経営成績等の概況１．経営成績等の概況１．経営成績等の概況    

（１）当期の経営成績の概況 

当期におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善に支えられ、個人消費は持ち直しが続き

ましたが、米国と中国の通商摩擦や中国経済の先行き不透明感、海外経済の動向と政策に関す

る不確実性等から、輸出や生産は弱含みで推移しました。また後半には消費税率引き上げによ

り個人消費が低調となる中、新型コロナウイルス感染症拡大の影響から、内外経済は大きく下

押しされるなど、全体として景気は緩やかに回復しましたが、足下では厳しい状況となりまし

た。 

当行の主要地盤であります四国地区の経済におきましても、設備投資や雇用は堅調に推移し

ましたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により個人消費が厳しさを増しており、生産

活動や輸出にも影響が波及し、期末にかけては、景気の減速感が強まりました。 

金融面では、円相場は、期首の 1 米ドル 111 円台から、緩やかな円高基調で推移する中、米

国と中国の通商協議を巡り円安と円高を行き来しましたが、通商協議の合意を受け、110 円台

まで円安が進みました。その後新型コロナウイルス感染症拡大の影響から、短期間で 102 円台

から 111 円台まで乱高下する動きとなり、期末には 107 円台となりました。日経平均株価は、

期首の 2万 1 千円台から、米国と中国の通商摩擦を嫌気し 2万円付近まで下落したものの、年

末にかけ通商協議の進展を好感し、2 万 4 千円台まで上昇しました。その後新型コロナウイル

スの感染症拡大による世界景気への先行き懸念が強まり、3月には 1万 6千円台まで急落。期

末には、各国の経済対策への期待等からやや反発し、1万 8千円台となりました。長期金利は、

世界的な景気減速懸念等から低下基調となり、一時マイナス 0.3％付近まで低下後、通商協議

の進展期待等からプラス圏まで上昇しました。その後新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

より、大幅に低下する場面もみられましたが、期末には 0.0％台となりました。 

このような金融経済情勢のもとにありまして、当期の連結経営成績は、以下のとおりとなり

ました。 

経常収益は、国債等債券売却益は増加しましたが、投資信託解約益の減少による有価証券利

息配当金の減少等により、前期比 22 億 57 百万円減少し 429 億 70 百万円となりました。経常

費用は、国債等債券売却損や国債等債券償還損は減少しましたが、貸出金償却の増加や新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響を受けた期末株価下落による株式等償却の増加等により、前期

比 42億 33 百万円増加し 398 億 73 百万円となりました。この結果、経常利益は、64 億 89 百万

円減少し 30 億 97 百万円となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は、法人税等の減少

により、前期比 31億 25 百万円減少の 30 億 96 百万円となりました。 

 

（２）当期の財政状態の概況 

（預金等） 

譲渡性預金を含めた預金等につきましては、譲渡性預金の受入抑制により、前期末比 448 億

円減少の 2兆 6,761 億円となりました。また、預金につきましては、法人預金と地方公共団体

預金は減少しましたが、個人預金の増加により、ほぼ前期末並の 2兆 6,390 億円となりました。 
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（貸出金） 

貸出金につきましては、アセット構造の改革を積極的に推進し、大企業・中堅企業向け貸出

金は減少しましたが、中小企業向け貸出金や個人向け貸出金の増加等により、前期末比 106 億

円増加の 1兆 7,848 億円となりました。 

（有価証券） 

有価証券につきましては、国債は大量の償還を迎えた一方で、地方債等の購入により、前期

末比 22 億円増加の 8,182 億円となりました。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、譲渡性預金や借用金の減少等により 887 億 2百万円

のマイナスとなりました。前期比では 297 億 87 百万円減少しております。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得による支出が有価証券の売却や償還

による収入を上回ったこと等により 226 億 59 百万円のマイナスとなりました。前期比では

1,695 億 90 百万円減少しております。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により 15 億 86 百万円のマイナスと

なりました。前期比では 57 億 78 百万円増加しております。 

この結果、現金及び現金同等物の当期末残高は、当期中に 1,129 億 43 百万円減少し 2,339

億 85 百万円となりました。 

 

（４）今後の見通し 

（2021 年 3 月期（2020 年 4月 1 日～2021 年 3月 31 日）の見通し） 

マイナス金利政策が続く厳しい投資環境のなか、2020 年度の業績見通しにつきましては、経

常収益 374 億円（中間期 182 億円）、経常利益 56億円（中間期 24 億円）、親会社株主に帰属

する当期純利益 30億円（中間期 14億円）を見込んでおります。 

なお、上記の業績見通しは、業績に影響を与える経済環境の変化等不確実な要因についての

現時点における仮定を前提としており、とりわけ新型コロナウイルス感染症の影響は、国内外

の景気動向、不動産価格や株式市場、為替相場などの金融市場の動向などに大きな変化を与え

ることが懸念されており、当行の業績や財政状態に想定以上の悪影響を及ぼす可能性がありま

す。実際の業績は、これらの前提条件の様々な変化により異なる結果となる可能性があります。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方２．会計基準の選択に関する基本的な考え方２．会計基準の選択に関する基本的な考え方２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当行グループの業務は、現在日本国内に限定されており海外での活動がないことから、当面は

日本基準を採用することとしております。現時点ではＩＦＲＳ（国際財務報告基準）適用の予定

はありませんが、同業他社の適用動向等を踏まえ、適切に対応してまいります。 
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

資産の部

現金預け金 347,155 239,362

コールローン及び買入手形 3,274 832

買入金銭債権 14,415 14,560

商品有価証券 5 5

金銭の信託 1,000 1,000

有価証券 815,978 818,246

貸出金 1,774,192 1,784,830

外国為替 8,716 9,886

その他資産 85,708 96,763

有形固定資産 37,956 36,652

建物 11,482 11,168

土地 24,359 23,654

リース資産 886 627

建設仮勘定 76 65

その他の有形固定資産 1,150 1,137

無形固定資産 2,965 2,496

ソフトウエア 2,888 2,438

その他の無形固定資産 76 58

退職給付に係る資産 308 114

繰延税金資産 17 1,780

支払承諾見返 6,206 5,303

貸倒引当金 △19,016 △13,991

資産の部合計 3,078,883 2,997,845

負債の部

預金 2,641,951 2,639,035

譲渡性預金 79,067 37,145

コールマネー及び売渡手形 2,330 17,630

債券貸借取引受入担保金 79,343 55,751

借用金 81,831 52,649

外国為替 4 42

その他負債 28,723 46,923

退職給付に係る負債 69 71

役員退職慰労引当金 4 5

睡眠預金払戻損失引当金 1,128 873

ポイント引当金 52 59

繰延税金負債 5,749 40

再評価に係る繰延税金負債 4,377 4,310

支払承諾 6,206 5,303

負債の部合計 2,930,842 2,859,841
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

純資産の部

資本金 25,000 25,000

資本剰余金 9,699 9,699

利益剰余金 86,144 87,811

自己株式 △952 △891

株主資本合計 119,892 121,619

その他有価証券評価差額金 25,225 14,413

繰延ヘッジ損益 △5,196 △5,618

土地再評価差額金 8,899 9,024

退職給付に係る調整累計額 △1,009 △1,670

その他の包括利益累計額合計 27,918 16,149

新株予約権 100 100

非支配株主持分 130 133

純資産の部合計 148,041 138,003

負債及び純資産の部合計 3,078,883 2,997,845
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日

　至 2020年３月31日)

経常収益 45,227 42,970

資金運用収益 32,229 28,511

貸出金利息 20,111 19,648

有価証券利息配当金 11,979 8,721

コールローン利息及び買入手形利息 30 △8

預け金利息 61 63

その他の受入利息 46 86

信託報酬 0 0

役務取引等収益 7,135 7,227

その他業務収益 1,982 2,919

その他経常収益 3,880 4,312

償却債権取立益 480 1,115

その他の経常収益 3,400 3,197

経常費用 35,640 39,873

資金調達費用 3,099 2,687

預金利息 704 511

譲渡性預金利息 20 13

コールマネー利息及び売渡手形利息 208 386

債券貸借取引支払利息 373 77

借用金利息 312 296

その他の支払利息 1,480 1,401

役務取引等費用 2,295 2,367

その他業務費用 3,252 1,393

営業経費 24,608 24,039

その他経常費用 2,385 9,385

貸倒引当金繰入額 995 1,048

その他の経常費用 1,390 8,336

経常利益 9,586 3,097

特別利益 15 31

固定資産処分益 15 31

特別損失 580 654

固定資産処分損 27 55

減損損失 552 599

税金等調整前当期純利益 9,021 2,474

法人税、住民税及び事業税 2,087 1,797

法人税等調整額 710 △2,423

法人税等合計 2,797 △626

当期純利益 6,224 3,100

非支配株主に帰属する当期純利益 2 4

親会社株主に帰属する当期純利益 6,221 3,096
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日

　至 2020年３月31日)

当期純利益 6,224 3,100

その他の包括利益 △4,089 △11,894

その他有価証券評価差額金 △2,513 △10,813

繰延ヘッジ損益 △1,004 △422

退職給付に係る調整額 △423 △660

持分法適用会社に対する持分相当額 △147 1

包括利益 2,134 △8,794

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,131 △8,798

非支配株主に係る包括利益 2 4
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 25,000 9,699 81,975 △1,262 115,412

当期変動額

剰余金の配当 △1,502 △1,502

親会社株主に帰属する

当期純利益
6,221 6,221

自己株式の取得 △543 △543

自己株式の処分 △83 197 114

自己株式の消却 △656 656 ―

土地再評価差額金の取崩 189 189

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
―

当期変動額合計 ― ― 4,169 310 4,479

当期末残高 25,000 9,699 86,144 △952 119,892

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 27,886 △4,191 9,088 △585 32,197 175 128 147,913

当期変動額

剰余金の配当 △1,502

親会社株主に帰属する

当期純利益
6,221

自己株式の取得 △543

自己株式の処分 114

自己株式の消却 ―

土地再評価差額金の取崩 189

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△2,660 △1,004 △189 △423 △4,278 △74 1 △4,352

当期変動額合計 △2,660 △1,004 △189 △423 △4,278 △74 1 127

当期末残高 25,225 △5,196 8,899 △1,009 27,918 100 130 148,041
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　当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 25,000 9,699 86,144 △952 119,892

当期変動額

剰余金の配当 △1,277 △1,277

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,096 3,096

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △26 61 35

土地再評価差額金の取崩 △125 △125

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
―

当期変動額合計 ― ― 1,667 60 1,727

当期末残高 25,000 9,699 87,811 △891 121,619

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 25,225 △5,196 8,899 △1,009 27,918 100 130 148,041

当期変動額

剰余金の配当 △1,277

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,096

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 35

土地再評価差額金の取崩 △125

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△10,811 △422 125 △660 △11,769 ― 3 △11,765

当期変動額合計 △10,811 △422 125 △660 △11,769 ― 3 △10,038

当期末残高 14,413 △5,618 9,024 △1,670 16,149 100 133 138,003
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日

　至 2020年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 9,021 2,474

減価償却費 2,410 2,396

減損損失 552 599

持分法による投資損益（△は益） △155 △114

貸倒引当金の増減（△） 595 △5,025

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △308 193

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △706 1

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7 0

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △204 △255

ポイント引当金の増減額（△は減少） 13 7

資金運用収益 △32,229 △28,511

資金調達費用 3,099 2,687

有価証券関係損益（△） △498 528

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △65 △99

為替差損益（△は益） △5 △5

固定資産処分損益（△は益） 12 23

貸出金の純増（△）減 △97,292 △10,638

預金の純増減（△） 15,561 △2,916

譲渡性預金の純増減（△） 24,103 △41,921

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減（△） △17,863 △29,182

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 681 △5,150

コールローン等の純増（△）減 △22 2,297

商品有価証券の純増（△）減 4 0

コールマネー等の純増減（△） △5,675 15,299

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） 43,281 △23,592

外国為替（資産）の純増（△）減 △2,427 △1,170

外国為替（負債）の純増減（△） △11 38

資金運用による収入 29,452 28,560

資金調達による支出 △3,509 △2,883

その他 △24,078 9,090

小計 △56,270 △87,266

法人税等の支払額 △2,644 △1,435

営業活動によるキャッシュ・フロー △58,915 △88,702

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △214,611 △260,970

有価証券の売却による収入 191,143 108,080

有価証券の償還による収入 172,491 131,418

有形固定資産の取得による支出 △1,529 △851

有形固定資産の売却による収入 86 205

無形固定資産の取得による支出 △648 △537

資産除去債務の履行による支出 △1 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー 146,931 △22,659
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日

　至 2020年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

劣後特約付借入金の返済による支出 △5,000 －

配当金の支払額 △1,497 △1,277

非支配株主への配当金の支払額 △1 △1

自己株式の取得による支出 △543 △0

自己株式の売却による収入 28 35

リース債務の返済による支出 △350 △341

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,364 △1,586

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 80,657 △112,943

現金及び現金同等物の期首残高 266,271 346,928

現金及び現金同等物の期末残高 346,928 233,985
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（５）継続企業の前提に関する注記 

該当ありません。 

（６）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当ありません。 

（７）連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報） 

当行グループは、一部で銀行業以外の事業を営んでおりますが、それらの事業は量的に重要性

が乏しく、報告セグメントは銀行業単一となるため、記載を省略しております。
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 （１株当たり情報） 

 前連結会計年度 当連結会計年度 

 (自  2018 年 4 月 1 日 (自  2019 年 4 月 1 日 

 至  2019 年 3 月 31 日) 至  2020 年 3 月 31 日) 

１株当たり純資産額 3,483 円 19 銭 3,243 円 76 銭 

１株当たり当期純利益 145 円 80 銭 72 円 92 銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 145 円 44 銭 72 円 77 銭 

(注) 算定上の基礎 

            (1) １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

           前連結会計年度 当連結会計年度 

  2019 年 3 月 31 日 2020 年 3 月 31 日 

純資産の部の合計額 百万円 148,041 138,003 

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 230 233 

  うち新株予約権 百万円 100 100 

  うち非支配株主持分 百万円 130 133 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 147,811 137,769 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期

末の普通株式の数 

千株 42,435 42,472 

 

 (2) １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりで

あります。 

           前連結会計年度 当連結会計年度 

  

(自 2018 年 4 月 1 日)      

(至 2019 年 3 月 31 日) 

(自 2019 年 4 月 1 日)      

(至 2020 年 3 月 31 日) 

１株当たり当期純利益    

  親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 6,221 3,096 

  普通株主に帰属しない金額 百万円 － － 

  普通株式に係る親会社に帰属する 

当期純利益 

百万円 6,221 3,096 

  普通株式の期中平均株式数 千株 42,668 42,458 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益    

  親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 － － 

  普通株式増加数 千株 106 88 

    うち新株予約権 千株 106 88 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要 

 － － 

 

 

（重要な後発事象） 

      該当ありません。 
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当事業年度
(2020年３月31日)

資産の部

現金預け金 347,155 239,362

現金 29,021 31,475

預け金 318,133 207,887

コールローン 3,274 832

買入金銭債権 14,415 14,560

商品有価証券 5 5

商品国債 5 5

金銭の信託 1,000 1,000

有価証券 812,078 814,191

国債 163,951 142,634

地方債 174,212 242,506

社債 167,930 155,466

株式 56,572 49,415

その他の証券 249,410 224,169

貸出金 1,773,653 1,784,366

割引手形 11,620 8,378

手形貸付 54,596 56,106

証書貸付 1,520,183 1,534,981

当座貸越 187,252 184,899

外国為替 8,716 9,886

外国他店預け 8,572 9,842

買入外国為替 0 3

取立外国為替 143 40

その他資産 85,697 96,755

前払費用 212 198

未収収益 2,482 1,845

先物取引差入証拠金 11 11

金融派生商品 1,324 2,217

金融商品等差入担保金 8,127 7,907

中央清算機関差入証拠金 64,800 78,000

その他の資産 8,739 6,576

有形固定資産 37,828 36,484

建物 11,413 11,058

土地 24,302 23,597

リース資産 884 626

建設仮勘定 76 65

その他の有形固定資産 1,150 1,137

無形固定資産 2,958 2,492

ソフトウエア 2,882 2,435

その他の無形固定資産 75 56

前払年金費用 2,375 2,959

繰延税金資産 － 1,031

支払承諾見返 6,206 5,303

貸倒引当金 △18,259 △13,272

資産の部合計 3,077,106 2,995,959
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(単位：百万円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当事業年度
(2020年３月31日)

負債の部

預金 2,643,610 2,640,907

当座預金 162,788 148,113

普通預金 1,287,228 1,331,618

貯蓄預金 41,162 41,438

通知預金 3,357 2,360

定期預金 1,076,011 1,054,639

定期積金 10,669 10,881

その他の預金 62,394 51,855

譲渡性預金 80,467 38,545

コールマネー 2,330 17,630

債券貸借取引受入担保金 79,343 55,751

借用金 81,831 52,649

借入金 81,831 52,649

外国為替 4 42

売渡外国為替 1 16

未払外国為替 2 25

その他負債 27,352 45,448

未払法人税等 373 768

未払費用 1,542 1,315

前受収益 604 870

給付補填備金 0 0

金融派生商品 10,131 9,709

金融商品等受入担保金 3 148

リース債務 955 676

資産除去債務 140 143

その他の負債 13,600 31,816

退職給付引当金 616 443

睡眠預金払戻損失引当金 1,128 873

ポイント引当金 52 59

繰延税金負債 6,181 －

再評価に係る繰延税金負債 4,377 4,310

支払承諾 6,206 5,303

負債の部合計 2,933,503 2,861,965
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(単位：百万円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当事業年度
(2020年３月31日)

純資産の部

資本金 25,000 25,000

資本剰余金 6,563 6,563

資本準備金 6,563 6,563

利益剰余金 83,913 85,379

利益準備金 17,338 17,593

その他利益剰余金 66,574 67,785

別途積立金 55,000 60,000

繰越利益剰余金 11,574 7,785

自己株式 △561 △500

株主資本合計 114,915 116,442

その他有価証券評価差額金 24,884 14,045

繰延ヘッジ損益 △5,196 △5,618

土地再評価差額金 8,899 9,024

評価・換算差額等合計 28,587 17,451

新株予約権 100 100

純資産の部合計 143,602 133,993

負債及び純資産の部合計 3,077,106 2,995,959
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日

　至 2020年３月31日)

経常収益 45,439 42,902

資金運用収益 32,796 28,767

貸出金利息 20,102 19,639

有価証券利息配当金 12,555 8,987

コールローン利息 30 △8

預け金利息 61 63

金利スワップ受入利息 △29 △1

その他の受入利息 76 88

信託報酬 0 0

役務取引等収益 6,945 7,026

受入為替手数料 1,965 2,000

その他の役務収益 4,980 5,025

その他業務収益 1,982 2,919

商品有価証券売買益 0 －

国債等債券売却益 1,934 2,862

金融派生商品収益 46 50

その他の業務収益 0 6

その他経常収益 3,714 4,188

償却債権取立益 479 1,114

株式等売却益 2,355 2,404

金銭の信託運用益 65 99

その他の経常収益 813 570

経常費用 35,865 40,210

資金調達費用 3,099 2,687

預金利息 704 511

譲渡性預金利息 20 14

コールマネー利息 208 386

債券貸借取引支払利息 373 77

借用金利息 312 296

金利スワップ支払利息 1,477 1,401

その他の支払利息 3 △0

役務取引等費用 2,951 3,011

支払為替手数料 340 324

その他の役務費用 2,611 2,686

その他業務費用 3,252 1,393

外国為替売買損 424 117

商品有価証券売買損 － 0

国債等債券売却損 1,064 382

国債等債券償還損 1,657 734

国債等債券償却 105 157
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(単位：百万円)
前事業年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日

　至 2020年３月31日)

営業経費 24,495 23,914

その他経常費用 2,066 9,203

貸倒引当金繰入額 713 897

貸出金償却 126 3,532

株式等売却損 752 1,099

株式等償却 211 3,419

その他の経常費用 262 253

経常利益 9,573 2,691

特別利益 15 31

固定資産処分益 15 31

特別損失 580 654

固定資産処分損 27 55

減損損失 552 599

税引前当期純利益 9,008 2,068

法人税、住民税及び事業税 1,883 1,612

法人税等調整額 761 △2,439

法人税等合計 2,644 △826

当期純利益 6,364 2,895
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 25,000 6,563 6,563 17,037 50,000 12,563 79,601

当期変動額

剰余金の配当 △1,502 △1,502

当期純利益 6,364 6,364

自己株式の取得

自己株式の処分 △83 △83

自己株式の消却 △656 △656

土地再評価差額金の取崩 189 189

利益準備金の積立 300 △300 ―

別途積立金の積立 5,000 △5,000 ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― 300 5,000 △988 4,311

当期末残高 25,000 6,563 6,563 17,338 55,000 11,574 83,913

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △871 110,292 27,421 △4,191 9,088 32,318 175 142,786

当期変動額

剰余金の配当 △1,502 △1,502

当期純利益 6,364 6,364

自己株式の取得 △543 △543 △543

自己株式の処分 197 114 114

自己株式の消却 656 ― ―

土地再評価差額金の取崩 189 189

利益準備金の積立 ― ―

別途積立金の積立 ― ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△2,536 △1,004 △189 △3,731 △74 △3,806

当期変動額合計 310 4,622 △2,536 △1,004 △189 △3,731 △74 816

当期末残高 △561 114,915 24,884 △5,196 8,899 28,587 100 143,602
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当事業年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 25,000 6,563 6,563 17,338 55,000 11,574 83,913

当期変動額

剰余金の配当 △1,277 △1,277

当期純利益 2,895 2,895

自己株式の取得

自己株式の処分 △26 △26

土地再評価差額金の取崩 △125 △125

利益準備金の積立 255 △255 ―

別途積立金の積立 5,000 △5,000 ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― 255 5,000 △3,789 1,466

当期末残高 25,000 6,563 6,563 17,593 60,000 7,785 85,379

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △561 114,915 24,884 △5,196 8,899 28,587 100 143,602

当期変動額

剰余金の配当 △1,277 △1,277

当期純利益 2,895 2,895

自己株式の取得 △0 △0 △0

自己株式の処分 61 35 35

土地再評価差額金の取崩 △125 △125

利益準備金の積立 ― ―

別途積立金の積立 ― ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△10,839 △422 125 △11,136 ― △11,136

当期変動額合計 60 1,527 △10,839 △422 125 △11,136 ― △9,609

当期末残高 △500 116,442 14,045 △5,618 9,024 17,451 100 133,993
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５５５５．その他．その他．その他．その他    

  役員の異動（2020 年 6月 26 日付予定） 

（１）代表取締役の異動 

  ①  昇任予定代表取締役 

      専務取締役         大 田 良 継 （現 常務取締役） 

   （代表取締役） 

  ②  退任予定代表取締役 

     専務取締役         西 川 昭 寛 

   （代表取締役） 

 

（２）その他役員の異動 

  ①  新任取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補 

      取締役           橋 谷 正 人 （現 執行役員営業統括部長） 

    取締役           白 石   功 （現 審査部長） 

 

  ②  新任監査等委員である取締役候補 

    取締役監査等委員（社外）   金 本   康 （現 金本康税理士事務所 税理士） 

    取締役監査等委員（社外）  酒 井 俊 和 （現 ウィザーズ弁護士法人 弁護士） 

 

  ③ 退任予定監査等委員である取締役 

    取締役監査等委員      北 村  裕 

                    退任後、ニューコウチビル株式会社 代表取締役社長 就任予定 

        取締役監査等委員（社外）  田 中 章 夫 

    取締役監査等委員（社外）  川 添  博 

  

                                       以 上 
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≪補足資料≫

2019年度決算の概要

(注) 百万円未満及び小数点第2位未満は切り捨てて表示しております。
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１．2019年度 決算の概況

(１) 損益状況

【単体】
（単位：百万円）

1 31,621 △ 800 32,421

（注)１ 2 30,034 △ 3,280 33,314

3 26,080 △ 3,617 29,697

4 4,015 21 3,994

5 1,526 2,795 △ 1,269

6 1,586 2,478 △ 892

（△） 7 23,868 △ 437 24,305

（△） 8 11,246 △ 265 11,511

（△） 9 11,115 △ 212 11,327

（△） 10 1,507 41 1,466

（注)２ 11 7,753 △ 363 8,116

（注)３ 12 6,166 △ 2,843 9,009

（コア業務純益（除く投資信託解約損益）） 13 5,207 △ 1,052 6,259

（△） 14 141 284 △ 143

15 7,612 △ 647 8,259

16 △ 4,920 △ 6,233 1,313

（△） 17 4,330 3,297 1,033

（△） 18 3,532 3,406 126

（△） 19 756 △ 100 856

（△） 20 41 △ 9 50

21 － － －

22 1,114 635 479

23 △ 2,115 △ 3,506 1,391

24 411 △ 65 476

25 2,691 △ 6,882 9,573

26 △ 623 △ 59 △ 564

27 △ 23 △ 11 △ 12

28 31 16 15

（△） 29 55 28 27

（△） 30 599 47 552

31 2,068 △ 6,940 9,008

（△） 32 1,612 △ 271 1,883

（△） 33 △ 2,439 △ 3,200 761

（△） 34 △ 826 △ 3,470 2,644

35 2,895 △ 3,469 6,364

（注)４ 36 4,472 3,582 890

（注)５ 37 3,357 2,946 411

(注)１ (２)コア業務粗利益 ＝ (１)業務粗利益 － (６)債券関係損益

(注)２ (11)実質業務純益 ＝ (１)業務粗利益 - (７)経費（除く臨時処理分）

(注)３ (12)コア業務純益 ＝ (11)実質業務純益 － (６)債券関係損益

(注)４ (36)与信関係費用 ＝ (14)一般貸倒引当金繰入額 ＋ (17)不良債権処理額 － (21)貸倒引当金戻入益

(注)５ (37)実質与信関係費用 ＝ (36)与信関係費用 － (22)償却債権取立益

2018年度

税 引 前 当 期 純 利 益

経 常 利 益

不 良 債 権 処 理 額

貸 出 金 償 却

臨 時 損 益

資 金 利 益

減 損 損 失

役 務 取 引 等 利 益

固 定 資 産 処 分 益

2018年度比

業 務 粗 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

（ コ ア 業 務 粗 利 益 ）

税 金

物 件 費

人 件 費

う ち 債 券 関 係 損 益

（ コ ア 業 務 純 益 )

業 務 純 益

2019年度

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

実 質 業 務 純 益

そ の 他 業 務 利 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

個 別 貸 倒 引 当 金 純 繰 入 額

（コア業務純益（除く投資信託解約損益））

償 却 債 権 取 立 益

固 定 資 産 処 分 損 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

そ の 他 臨 時 損 益

そ の 他

株 式 等 関 係 損 益

特 別 損 益

法 人 税 等 調 整 額

実 質 与 信 関 係 費 用

与 信 関 係 費 用

固 定 資 産 処 分 損

法 人 税 等 合 計

当 期 純 利 益
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【連結】

＜連結損益計算書ベース＞ （単位：百万円）

（注)１ 1 32,208 △ 491 32,699

2 25,823 △ 3,306 29,129

3 4,859 20 4,839

4 1,525 2,795 △ 1,270

（△） 5 24,039 △ 569 24,608

（△） 6 4,652 3,444 1,208

（△） 7 3,561 3,400 161

（△） 8 908 △ 218 1,126

（△） 9 139 270 △ 131

（△）10 42 △ 9 51

11 － － －

12 1,115 635 480

13 △ 2,115 △ 3,506 1,391

14 114 △ 41 155

15 465 △ 212 677

16 3,097 △ 6,489 9,586

17 △ 623 △ 59 △ 564

18 2,474 △ 6,547 9,021

（△）19 1,797 △ 290 2,087

（△）20 △ 2,423 △ 3,133 710

（△）21 △ 626 △ 3,423 2,797

22 3,100 △ 3,124 6,224

（△）23 4 2 2

24 3,096 △ 3,125 6,221

（注)２ 25 3,537 2,809 728

(注)１ (1)連結粗利益 ＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）

 　  ＋（その他業務収益－その他業務費用）

(注)２ (25)実質与信関係費用 ＝ (6)与信関係費用 － (12)償却債権取立益

(連結対象会社数） （社）

連結子会社数 4 － 4

持分法適用会社数 1 － 1

そ の 他 の 不 良 債 権 処 理 額 等

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

当 期 純 利 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

2019年度

2018年度比

2018年度

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

経 常 利 益

そ の 他

特 別 損 益

株 式 等 関 係 損 益

持 分 法 に よ る 投 資 利 益

与 信 関 係 費 用

連 結 粗 利 益

実 質 与 信 関 係 費 用

償 却 債 権 取 立 益

貸 出 金 償 却

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

営 業 経 費

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額
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(２) 業務純益【単体】
（単位：百万円）

実質業務純益 7,753 △ 363 8,116

職員一人当たり（千円） 5,692 △ 215 5,907

業務純益 7,612 △ 647 8,259

職員一人当たり（千円） 5,589 △ 422 6,011

(３) 利鞘【単体】

＜全店＞ （単位：％）

資金運用利回　　　　　　　（Ａ） 1.04 △ 0.14 1.18

1.11 △ 0.08 1.19

1.13 △ 0.25 1.38

資金調達原価　　　　　　　（Ｂ） 0.93 △ 0.03 0.96

0.01 △ 0.01 0.02

0.74 0.24 0.50

総資金利鞘  （Ａ）－（Ｂ） 0.11 △ 0.11 0.22

＜国内＞ （単位：％）

資金運用利回　　　　　　　（Ａ） 0.91 △ 0.14 1.05

1.08 △ 0.07 1.15

0.96 △ 0.31 1.27

資金調達原価　　　　　　　（Ｂ） 0.90 △ 0.02 0.92

0.01 0.00 0.01

0.06 △ 0.03 0.09

総資金利鞘  （Ａ）－（Ｂ） 0.01 △ 0.12 0.13

(４) 有価証券関係損益【単体】
（単位：百万円）

債券関係損益 1,586 2,478 △ 892

2,862 928 1,934

－ － －

382 △ 682 1,064

734 △ 923 1,657

157 52 105

株式等関係損益 △ 2,115 △ 3,506 1,391

2,404 49 2,355

1,099 347 752

3,419 3,208 211

2018年度比

2019年度 2018年度

2018年度比

2019年度 2018年度

2018年度比

2019年度 2018年度

2018年度2019年度

2018年度比

償 却

売 却 益

売 却 損

償 却

売 却 益

償 還 益

売 却 損

償 還 損

貸 出 金 利 回

有 価 証 券 利 回

預 金 等 利 回

外 部 負 債 利 回

貸 出 金 利 回

有 価 証 券 利 回

預 金 等 利 回

外 部 負 債 利 回
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 (５) 有価証券の評価損益

① 有価証券の評価基準

 売買目的有価証券  時価法（評価差額を損益処理）

 満期保有目的有価証券  償却原価法

 その他有価証券  時価法（評価差額を全部純資産直入）

 子会社株式及び関連会社株式  原価法

② 評価損益

(単位：百万円）

評価損益 評価損益

2019年3月末比

 満期保有目的 － － － － － － －

 子会社・関連会社株式 － － － － － － －

 その他有価証券 20,219 △ 15,481 28,259 8,040 35,700 38,851 3,150

 株  式 9,886 △ 5,588 12,611 2,724 15,474 17,992 2,518

 債  券 7,119 △ 4,566 8,895 1,776 11,685 11,861 176

 その他 3,213 △ 5,327 6,753 3,539 8,540 8,996 455

合  計 20,219 △ 15,481 28,259 8,040 35,700 38,851 3,150

 株  式 9,886 △ 5,588 12,611 2,724 15,474 17,992 2,518

 債  券 7,119 △ 4,566 8,895 1,776 11,685 11,861 176

 その他 3,213 △ 5,327 6,753 3,539 8,540 8,996 455

 (注）１.｢その他有価証券｣については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表計上額と取得原価との差額

 を計上しております。

２.2020年3月末における｢その他有価証券｣に係る評価差額金は、14,045百万円であります。 

(単位：百万円）

評価損益 評価損益

2019年3月末比

 満期保有目的 － － － － － － －

 その他有価証券 20,941 △ 15,441 28,987 8,045 36,382 39,533 3,150

 株  式 10,609 △ 5,547 13,338 2,729 16,156 18,675 2,518

 債  券 7,119 △ 4,566 8,895 1,776 11,685 11,861 176

 その他 3,213 △ 5,327 6,753 3,539 8,540 8,996 455

合  計 20,941 △ 15,441 28,987 8,045 36,382 39,533 3,150

 株  式 10,609 △ 5,547 13,338 2,729 16,156 18,675 2,518

 債  券 7,119 △ 4,566 8,895 1,776 11,685 11,861 176

 その他 3,213 △ 5,327 6,753 3,539 8,540 8,996 455

 (注）１.｢その他有価証券｣については、時価評価しておりますので、上記の表上は、連結貸借対照表計上額と取得原価との

 差額を計上しております。

２.2020年3月末における｢その他有価証券｣に係る評価差額金は、14,413百万円であります。

評価益

評価益 評価損 評価益 評価損

2019年3月末

2019年3月末

2020年3月末

評価損

【連結】

【単体】

2020年3月末

評価益 評価損

㈱四国銀行(8387)2020年3月期決算短信

― 説明資料 5 ―



(６) 自己資本比率（国内基準）

【単体】 （単位：百万円）

① 自己資本比率（②／③） 8.63％ △ 0.46％ 9.09％

② 自己資本の額 123,999 △ 5,002 129,001

③ リスク・アセットの額 1,436,773 18,789 1,417,984

④ 総所要自己資本額 57,470 751 56,719

 （注）総所要自己資本額は、リスク･アセットの額に４％を乗じた額であります。

【連結】 （単位：百万円）

① 自己資本比率（②／③） 8.96％ △ 0.47％ 9.43％

② 自己資本の額 129,696 △ 4,934 134,630

③ リスク・アセットの額 1,446,128 19,098 1,427,030

④ 総所要自己資本額 57,845 764 57,081

 （注）総所要自己資本額は、リスク･アセットの額に４％を乗じた額であります。

(７) ＲＯＥ【単体】
（単位：％）

 実質業務純益ベース 5.59 △ 0.08 5.67

 業務純益ベース 5.48 △ 0.29 5.77

 当期純利益ベース 2.08 △ 2.36 4.44

 ※ 自己資本＝純資産の部合計－新株予約権

（ 期 首 自 己 資 本 ＋ 期 末 自 己 資 本 ）÷ 2

 2．当期純利益ベース

2019年3月末比

2018年度比

×100

（注）1．(実質)業務純益ベース

×100

（ 期 首 自 己 資 本 ＋ 期 末 自 己 資 本 ）÷ 2

当 期 純 利 益

（ 実 質 ） 業 務 純 益

2018年度2019年度

2019年3月末2020年3月末

2019年3月末比

2019年3月末2020年3月末
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２．貸出金等の状況

 (１) リスク管理債権の状況

（部分直接償却実施後）

【単体】 （単位：百万円）

破 綻 先 債 権 283 △ 2 120 285 163

延 滞 債 権 36,530 2,166 1,565 34,364 34,965

３カ月以上延滞債権 － － － － －

貸 出 条 件 緩 和 債 権 2,956 △ 431 △ 585 3,387 3,541

合 計 39,770 1,733 1,100 38,037 38,670

1,784,366 30,118 10,713 1,754,248 1,773,653

（単位：％）

破 綻 先 債 権 0.01 0.00 0.01 0.01 0.00

延 滞 債 権 2.04 0.09 0.07 1.95 1.97

３カ月以上延滞債権 － － － － －

貸 出 条 件 緩 和 債 権 0.16 △ 0.03 △ 0.03 0.19 0.19

合 計 2.22 0.06 0.04 2.16 2.18

【連結】 （単位：百万円）

破 綻 先 債 権 548 △ 68 83 616 465

延 滞 債 権 36,729 2,136 1,528 34,593 35,201

３カ月以上延滞債権 － － － － －

貸 出 条 件 緩 和 債 権 2,956 △ 431 △ 585 3,387 3,541

合 計 40,234 1,637 1,026 38,597 39,208

1,784,830 30,022 10,638 1,754,808 1,774,192

（単位：％）

破 綻 先 債 権 0.03 0.00 0.01 0.03 0.02

延 滞 債 権 2.05 0.08 0.07 1.97 1.98

３カ月以上延滞債権 － － － － －

貸 出 条 件 緩 和 債 権 0.16 △ 0.03 △ 0.03 0.19 0.19

合 計 2.25 0.06 0.05 2.19 2.20

2020年3月末 2019年9月末 2019年3月末

2019年9月末比 2019年3月末比

2019年3月末

2019年9月末比 2019年3月末比

2020年3月末 2019年9月末

リ

ス

ク

管

理

債

権

貸

出

金

残

高

比

リ

ス

ク

管

理

債

権

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ）

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ）

貸

出

金

残

高

比

 (２) リスク管理債権の保全状況【単体】
（単位：百万円、％）

39,770 1,733 1,100 38,037 38,670

8,039 322 △ 212 7,717 8,251

25,952 1,450 1,160 24,502 24,792

20.21 △ 0.07 △ 1.12 20.28 21.33

85.46 0.76 0.02 84.70 85.44保 全 率

リスク管理債権額

貸 倒 引 当 金

担 保 保 証 等

貸倒引当金引当率

2019年3月末

2019年9月末比 2019年3月末比

2020年3月末 2019年9月末
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 (４) 金融再生法開示債権【単体】
（単位：百万円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 7,120 1,480 1,658 5,640 5,462

危 険 債 権 29,870 681 △ 39 29,189 29,909

要 管 理 債 権 2,956 △ 431 △ 585 3,387 3,541

小 計（Ａ） 39,948 1,731 1,036 38,217 38,912

正 常 債 権 1,778,786 29,251 11,368 1,749,535 1,767,418

合 計 1,818,734 30,982 12,403 1,787,752 1,806,331

（単位：％）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 0.39 0.08 0.09 0.31 0.30

危 険 債 権 1.64 0.01 △ 0.01 1.63 1.65

要 管 理 債 権 0.16 △ 0.02 △ 0.03 0.18 0.19

小 計 2.19 0.06 0.04 2.13 2.15

正 常 債 権 97.80 △ 0.06 △ 0.04 97.86 97.84

 (５) 金融再生法開示不良債権の保全状況【単体】
（単位：百万円）

（Ｂ） 34,172 1,773 1,010 32,399 33,162

貸 倒 引 当 金 8,135 325 △ 116 7,810 8,251

担 保 保 証 等 26,037 1,448 1,126 24,589 24,911

 保        全        率  （Ｂ）／（Ａ） 85.54 0.77 0.32 84.77 85.22

（単位：％）

2020年3月末 2019年9月末 2019年3月末

2019年9月末比 2019年3月末比

2019年9月末 2019年3月末

2020年3月末 2019年9月末 2019年3月末

2019年9月末比 2019年3月末比

2019年9月末比 2019年3月末比

 保         全         額

構

 

成

 

比

金

融

再

生

法

開

示

債

権

2020年3月末

 (３) 貸倒引当金の状況

【単体】 （単位：百万円）

 貸 倒 引 当 金 13,272 △ 5,067 △ 4,987 18,339 18,259

一 般 貸 倒 引 当 金 5,494 △ 5,406 △ 4,858 10,900 10,352

個 別 貸 倒 引 当 金 7,778 339 △ 128 7,439 7,906

【連結】 （単位：百万円）

 貸 倒 引 当 金 13,991 △ 5,154 △ 5,025 19,145 19,016

一 般 貸 倒 引 当 金 5,655 △ 5,415 △ 4,860 11,070 10,515

個 別 貸 倒 引 当 金 8,335 260 △ 166 8,075 8,501

2020年3月末 2019年9月末 2019年3月末

2019年3月末

2019年9月末比 2019年3月末比

2020年3月末

2019年9月末比 2019年3月末比

2019年9月末
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《参考》自己査定・金融再生法開示債権・リスク管理債権の状況【単体】《参考》自己査定・金融再生法開示債権・リスク管理債権の状況【単体】《参考》自己査定・金融再生法開示債権・リスク管理債権の状況【単体】《参考》自己査定・金融再生法開示債権・リスク管理債権の状況【単体】

26,037

34,172

（注）総与信残高には、自行保証付私募債（時価）を含めて記載しております。

85.54%

100.00%

85.64%

1,072

398

7,120

1,471

（ 0.01%

）

３カ月以上延滞債権

延 滞 債 権

283 ）

自　己　査　定自　己　査　定自　己　査　定自　己　査　定

区　　分

（Ａ）

リ ス ク 管 理 債 権リ ス ク 管 理 債 権リ ス ク 管 理 債 権リ ス ク 管 理 債 権金　融　再　生　法　開　示　債　権金　融　再　生　法　開　示　債　権金　融　再　生　法　開　示　債　権金　融　再　生　法　開　示　債　権

担保・保証等

保全額合計（Ｂ）

区　　分

貸出金残高（貸出金比率）

債 務 者 区 分

与 信 残 高

破 綻 先 債 権

19,704

5,877

5,260

1,859

危 険 債 権

破 産 更 正 債 権 及 び

これらに準ずる債権

（

1,818,734

29,870

8,135

（ ）0.16%

）

25,581

49.76%

2.19%（

1,818,734

2,956 ）

要 管 理 債 権

そ の 他

要注意先

債　  権

[小 　計]

）

正 常 債 権

1,778,786

）39,770

2,956

総 与 信 残 高

－（ －

（ 0.16%

[合 　計]

破 綻 先 債 権

貸 出 条 件 緩 和 債 権

1,784,366

貸 出 金 残 高

（ 2.04% ）36,530

（ 1.64%

39,948

（単位:百万円）

（ 2.22%

）7,120

保全率

（Ｂ）/（Ａ）

与信残高（総与信比率） 引 　当　 金

6,836

実 質 破 綻 先 債 権

283

29,870

破 綻 懸 念 先 債 権

0.39%

要管理先

債　　権

3,932

119,547

総 与 信 残 高

要注意先

債　　権

123,479

正 常 先 債 権

1,658,263
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(６) 業種別貸出状況等【単体】

  ① 業種別貸出金 （単位：百万円）

1,784,366 30,118 10,713 1,754,248 1,773,653

190,156 △ 1,312 △ 8,417 191,468 198,573

1,971 △ 188 △ 294 2,159 2,265

2,345 403 252 1,942 2,093

3,450 402 1,181 3,048 2,269

46,234 1,159 △ 1,367 45,075 47,601

50,330 582 500 49,748 49,830

12,651 425 △ 1,235 12,226 13,886

43,639 3,210 2,083 40,429 41,556

88,745 △ 900 △ 4,734 89,645 93,479

96,660 600 △ 4,810 96,060 101,470

33,344 482 1,018 32,862 32,326

252,603 11,664 12,198 240,939 240,405

42,571 △ 1,154 △ 2,268 43,725 44,839

6,948 602 384 6,346 6,564

8,278 251 289 8,027 7,989

10,378 711 350 9,667 10,028

14,470 △ 13,611 △ 13,231 28,081 27,701

7,820 △ 15,931 △ 8,634 23,751 16,454

104,158 254 △ 2,126 103,904 106,284

30,974 3,168 47 27,806 30,927

301,416 28,384 13,963 273,032 287,453

435,213 10,916 25,560 424,297 409,653

  ② 業種別リスク管理債権 （単位：百万円）

39,770 1,733 1,100 38,037 38,670

6,937 △ 263 1,099 7,200 5,838

112 △ 26 △ 34 138 146

240 6 △ 60 234 300

1,377 7 △ 7 1,370 1,384

2,837 204 168 2,633 2,669

4 0 4 4 －

283 136 124 147 159

369 75 △ 81 294 450

3,582 △ 170 △ 728 3,752 4,310

6,019 △ 462 431 6,481 5,588

46 5 △ 3 41 49

3,971 52 △ 207 3,919 4,178

240 69 58 171 182

161 10 △ 33 151 194

1,439 399 378 1,040 1,061

1,120 99 △ 29 1,021 1,149

4,091 1,902 1,838 2,189 2,253

569 425 422 144 147

2,430 △ 278 △ 372 2,708 2,802

1,229 △ 618 △ 634 1,847 1,863

－ － － － －

2,703 158 △ 1,236 2,545 3,939

  地方公共団体

  その他

  教育、学習支援業

  医療・福祉

  その他のサービス

  宿泊業

  飲食業

  生活関連サービス業、娯楽業

  不動産業

  物品賃貸業

  学術研究、専門・技術サービス業

  卸売業

  小売業

  金融業、保険業

  電気・ガス・熱供給・水道業

  情報通信業

  運輸業、郵便業

  漁業

  鉱業、採石業、砂利採取業

  建設業

  製造業

業種別

2020年3月末

  農業、林業

2019年9月末比 2019年3月末比

 国内(除く特別国際金融取引勘定分)

  医療・福祉

2019年9月末 2019年3月末

  その他のサービス

  地方公共団体

  その他

  飲食業

  生活関連サービス業、娯楽業

  教育、学習支援業

  物品賃貸業

  学術研究、専門・技術サービス業

  宿泊業

  小売業

  金融業、保険業

  不動産業

  情報通信業

  運輸業、郵便業

  卸売業

  鉱業、採石業、砂利採取業

  建設業

  電気・ガス・熱供給・水道業

2019年9月末 2019年3月末

  農業、林業

  漁業

2019年9月末比 2019年3月末比

 国内(除く特別国際金融取引勘定分)

  製造業

業種別

2020年3月末
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  ③ 個人ローン残高 （単位：百万円）

2019年3月末

315,496 13,092 302,404

30,101 △ 1,332 31,433

345,598 11,760 333,838

  ④ 中小企業等貸出金 （単位：百万円）

2019年3月末

1,213,575 21,412 1,192,163

うち中小企業向け貸出金 861,820 9,391 852,429

 (１) 預金・貸出金の残高【単体】 （単位：百万円）

2019年3月末

2,679,452 △ 44,626 2,724,078

2,667,673 10,457 2,657,216

1,784,366 10,713 1,773,653

1,763,293 73,182 1,690,111

（注）預金等＝預金＋譲渡性預金

 (２) 個人・法人等別預金残高【単体】       （単位：百万円）

2019年3月末

1,771,524 16,756 1,754,768

869,382 △ 19,460 888,842

2,640,907 △ 2,703 2,643,610

（注）譲渡性預金及び特別国際金融取引勘定分は、含んでおりません。

 (３) 預り資産残高【単体】

  ① 総額       （単位：百万円）

2019年3月末

 預り資産残高 249,981 △ 12,212 262,193

公 共 債 16,551 △ 2,153 18,704

投 資 信 託 44,420 △ 9,105 53,525

個 人 年 金 保 険 等 189,009 △ 954 189,963

  ② 個人       （単位：百万円）

2019年3月末

 個人預り資産残高 242,874 △ 11,241 254,115

公 共 債 11,321 △ 1,414 12,735

投 資 信 託 42,544 △ 8,872 51,416

個 人 年 金 保 険 等 189,009 △ 954 189,963

３．預金・貸出金・預り資産残高

2020年3月末

2020年3月末

貸 出 金 （ 末 残 ）

（ 平 残 ）

個 人 （ 末 残 ）

2020年3月末

2019年3月末比

2020年3月末

2019年3月末比

2019年3月末比

2020年3月末

2019年3月末比

2020年3月末

2019年3月末比

2019年3月末比

法 人 等 （ 末 残 ）

合 計

住 宅 ロ ー ン

そ の 他 ロ ー ン

合 計

中 小 企 業 等 貸 出 金

預 金 等 （ 末 残 ）

（ 平 残 ）
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４．業績予想

（１) 2020年度第2四半期累計期間（中間期)

【単体】 （単位：百万円、％）

経 常 収 益 18,500 △ 2,551 △ 12.11 21,051

経 常 利 益 2,500 △ 1,891 △ 43.06 4,391

中 間 純 利 益 1,500 △ 1,908 △ 55.98 3,408

【連結】 （単位：百万円、％）

経 常 収 益 18,200 △ 2,720 △ 13.00 20,920

経 常 利 益 2,400 △ 1,961 △ 44.96 4,361

親 会 社株 主 に 帰属 す る

中 間 純 利 益

1,400 △ 1,902 △ 57.60 3,302

（２) 2020年度通期

【単体】 （単位：百万円、％）

経 常 収 益 37,500 △ 5,402 △ 12.59 42,902

経 常 利 益 5,400 2,709 100.66 2,691

当 期 純 利 益 3,000 105 3.62 2,895

【連結】 （単位：百万円、％）

経 常 収 益 37,400 △ 5,570 △ 12.96 42,970

経 常 利 益 5,600 2,503 80.82 3,097

親 会 社株 主 に 帰属 す る

当 期 純 利 益

3,000 △ 96 △ 3.10 3,096

2019年度

第2四半期累計期間

（中間期)

前年同期比 増減率

 2020年度第2四半期累計期間（中間期)

2019年度

第2四半期累計期間

（中間期)

前年同期比 増減率

 2020年度第2四半期累計期間（中間期)

2020年度 2019年度

2019年度比 増減率

2020年度 2019年度

2019年度比 増減率
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中期経営計画の進捗状況
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目次

当行単体の数値について概要を説明したものです。（１２．株主還元額・株主還元率は連結ベース）
数値については、億円未満を切り捨てて（一部百万円未満を切り捨て）表示しております。
説明文の増減につきましては、億円未満を切り捨てて記載しております。

１．２０１９年度損益の概況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３
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３．資金利益（有価証券利息配当金と平均残高・利回り）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５
４．役務取引等利益

（１）内訳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６
（２）個人コンサルティング収益、法人コンサルティング収益・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７

５．経費及び経営効率・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８
６．与信コスト及び与信コスト率、有価証券関係損益・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９
７．総預金及び個人預り資産残高・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０
８．貸出金残高及び個人ローン残高・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１
９．有価証券残高・評価損益・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２

１０．自己資本比率・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３
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１２．株主還元額・株主還元率・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５
１３．２０２０年度業績予想・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６
１４．中期経営計画の進捗状況（２０１９年度）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７
１５．中期経営計画の取組み（２０２０年度）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４
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実質業務純益は、その他業務利益は増加し経費は減少しましたが、資金利益が減少し、前年度比3億円減少の77億円となりました。業務純益は、一般貸倒引当金繰入額が増加し、

前年度比6億円減少の76億円となりました。臨時損益は、不良債権処理額の増加や株式等関係損益の減少等により、前年度比62億円減少の49億円の損失となりました。

これらの結果、経常利益は、前年度比68億円減少の26億円、当期純利益は、法人税等の減少により、前年度比34億円減少の28億円となりました。

１．2019年度損益の概況

2018年度 2019年度 2018年度比

45,439 42,902 △ 2,537

32,421 31,621 △ 800

33,314 30,034 △ 3,280

29,697 26,080 △ 3,617

3,994 4,015 21

△ 1,269 1,526 2,795

△ 892 1,586 2,478

△ 24,305 23,868 △ 437

△ 11,511 11,246 △ 265

△ 11,327 11,115 △ 212

△ 1,466 1,507 41

8,116 7,753 △ 363

9,009 6,166 △ 2,843

6,259 5,207 △ 1,052

△ △ 143 141 284

8,259 7,612 △ 647

1,313 △ 4,920 △ 6,233

△ 1,033 4,330 3,297

－ － －

479 1,114 635

1,391 △ 2,115 △ 3,506

476 411 △ 65

9,573 2,691 △ 6,882

△ 564 △ 623 △ 59

9,008 2,068 △ 6,940

△ 2,644 △ 826 △ 3,470

6,364 2,895 △ 3,469

　コア業務純益（投資信託解約損益除く）

経費

人件費

経常収益

　コア業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

業務粗利益

その他業務利益

当期純利益

実質業務純益

臨時損益

不良債権処理額

株式等関係損益

法人税等合計

貸倒引当金戻入益

その他

　コア業務純益

償却債権取立益

経常利益

特別損益

税引前当期純利益

物件費

税金

一般貸倒引当金繰入額

業務純益

国債等債券関係損益

(百万円）

有価証券運用では、マイナス金利の環境の下、再投資の
抑制により平均残高が減少したことに加え、投資信託解
約益が減少し、有価証券利息配当金が減少しました。

売却益が増加したことに加え、前年度は損失計上であっ
たことから、前年度比では大幅に増加しました。

税金は増加しましたが、人件費、物件費が減少しました。

償却債権取立益は増加しましたが、不良債権処理額の増
加等により、実質与信関係費用は増加しました。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う株価下落により、
保有株式の減損処理を行いました。

法人税等調整額が減少しました。

当期純利益は上記要因により、34億円減少しました。
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2019年度の貸出金利息は、事業性評価を軸としたコンサルティング活動を推進するとともに、ローンプラザを中心に資金ニーズにお応えし、中小企業向け貸出しや

個人ローンを中心に貸出金平均残高は増加しましたが、超低金利政策の継続等により貸出金利回りは低下し、前年度比4億円減少の196億円となりました。

２．資金利益（貸出金利息と平均残高・利回り）

16,148 16,288 16,671 16,901 17,632 

1.30 
1.24 

1.20 1.18 
1.11 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

貸出金平均残高/利回り

（金融機関貸付金を含む）

貸出金平均残高 利回り

21,053 
20,226 20,139 20,102 19,639

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

貸出金利息

（金融機関貸付金を含む）
（億円） （％）（百万円）
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2019年度の有価証券利息配当金は、マイナス金利政策の継続による厳しい投資環境のなか、再投資を抑制したことで有価証券平均残高が減少、また前年度に多額で

あった投資信託解約益の減少を主因に利回りも低下したため、前年度比35億円減少の89億円となりました。

３．資金利益（有価証券利息配当金と平均残高・利回り）

10,400 10,429 9,850 
9,048 

7,896 

0.96 0.99 

1.13 

1.38 

1.13 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

有価証券平均残高/利回り

（商品有価証券を除く）

有価証券平均残高 利回り

10,061 10,335 

11,175 

12,555

8,987

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

有価証券利息配当金

（商品有価証券を除く） （億円） （％）（百万円）
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４．役務取引等利益（１）内訳

2,492 
2,078 1,901 1,714 1,746 

391 
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法人コンサルティング収益

その他

（百万円）
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6,946 7,026 

1,984 
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2,951 3,011 
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役務取引等収益・費用

役務取引等収益

役務取引等費用

（百万円）

（注）管理会計ベース

2019年度の役務取引等利益は、個人ローン残高の増加に伴い、主として保証料や団体信用生命保険料等の役務取引等費用は増加しましたが、法人コンサルティング

収益など役務取引等収益も増加し、前年度比0億円（21百万円）増加の40億円となりました。
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ビジネスマッチング

その他
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557 567

456 548

1,202 

826 812 
923 782 

2,005 

1,479 1,499 1,469 
1,389 
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個人コンサルティング収益

保険

投資信託

金融商品仲介業務

その他

４．役務取引等利益（２）個人コンサルティング収益、法人コンサルティング収益

（百万円） （百万円）

個人コンサルティング収益は、お客さまの資産形成ニーズに合わせた幅広いご提

案に努め、投資信託関係手数料は増加しましたが保険関係手数料が減少し、前年

度比0億円（80百万円）減少の13億円となりました。

法人コンサルティング収益は、多様な資金調達ニーズに対応したスキームの構築

や、事業承継・M&Aニーズへの積極的な取り組み等により、前年度比0億円（69

百万円）増加の8億円となりました。

（注）管理会計ベース（注）管理会計ベース
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５．経費及び経営効率

1,407 1,667 1,602 1,466 1,507 

11,712 10,991 11,229 11,327 11,115 

11,765 11,750 11,579 11,511 11,246 

24,885 24,409 24,411 24,305 23,868 
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2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

経費

人件費

物件費

税金

（百万円）

70.8

72.9

74.5 74.9 75.4

68.0

70.0

72.0

74.0

76.0

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

OHR
（％）

2019年度の経費は、組織横断的なコスト・マネジメントを強化したことで、

人件費・物件費が減少し、前年度比4億円減少の238億円となりました。

OHRとは、経費の業務粗利益に対する割合を表したものです。

2019年度は、経費は減少しましたが業務粗利益も減少し、前年度比0.5ポイ

ント上昇の75.4％となりました。

1,392 1,374 1,380 1,361 1,343
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期末総人員 店舗数
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６．与信コスト及び与信コスト率、有価証券関係損益

△ 80 △ 616

△ 1,288

411

3,357

△ 0.00

△ 0.03

△ 0.07
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与信コスト及び与信コスト率

与信コスト 与信コスト率

（百万円）

2019年度の与信コスト（＝実質与信関係費用）は不良債権処理額の増加等

により、前年度比29億円増加の33億円となりました。与信コスト率も前年

度比0.17ポイント上昇し、0.19％となりました。

（％）
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93

671

1,391

△ 2,115

1,397
1,795 549

△ 892

1,586

1,959 1,889

1,220

498

△ 528

△ 2,500

△ 2,000

△ 1,500

△ 1,000

△ 500

0
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1,000
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2,000

2,500

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

有価証券関係損益

（国債等債券関係損益＋株式等関係損益）

国債等債券関係損益

株式等関係損益

有価証券関係損益

（百万円）

2019年度の有価証券関係損益は、国債等債券関係損益は前年度の損失から大幅

に増加しましたが、期末にかけての株価急落により株式等関係損益が損失とな

り、前年度比10億円減少の5億円の損失となりました。

*国債等債券関係損益＝売却益+償還益－売却損－償還損－償却
*株式等関係損益＝売却益－売却損－償却
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2020年3月末の総預金（譲渡性預金を含む）は、譲渡性預金の受入抑制によ

り、 前年度末比446億円減少の2兆6,794億円となりました。 なお、預金は

個人預金は増加しましたが、法人預金等は減少しました。

７．総預金及び個人預り資産残高

680 567 561 804 385 

7,698 8,101 8,709 8,888 8,693 

17,457 17,534 17,574 17,547 17,715 

25,836 26,203 26,846 27,240 26,794 
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総預金残高

個人

法人等

譲渡性預金

（億円）

2020年3月末の個人預り資産は、お客さまに寄り添った個人コンサルティン

グ活動を行いましたが、保険商品（個人年金保険等）と投資信託がそれぞれ

減少し、前年度末比0億円（98百万円）減少の2,315億円となりました。

1,725 1,784 1,831 1,899 1,890 
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2020年3月末の貸出金は、アセット構造の改革を積極的に推進したことにより、大・中堅企業向けは減少しましたが、中小企業向け・個人向けが増加したため、前年

度末比107億円増加の1兆7,843億円となりました。

個人ローンは、ローンプラザを中心に推進し、前年度末比117億円増加の3,455億円となりました。

８．貸出金残高及び個人ローン残高
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大・中堅企業、
地方公共団体等

（億円）
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2,454 
2,630 

2,828 
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９．有価証券残高・評価損益

（億円）

2020年3月末の有価証券の評価損益（含み損益に相当）は、期末にかけての

新型コロナウイルス感染症による市場の混乱の影響を受け、債券・株式・そ

の他の評価益がそれぞれ減少し、前年度末比155億円減少の202億円となり

ました。

（億円）

（外国証券・投資信託等）

2020年3月末の有価証券残高は、国債等が償還を迎えるなか、全体として再

投資を抑制しつつ地方債へ投資した結果、前年度末比21億円増加の8,141億

円となりました。
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１０．自己資本比率
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自己資本比率は、左記要因により、前年度末比0.46ポイント低下の8.63％と

なりました。国内基準である4％は大きく上回っております。

（％）

国内基準

2020年3月末の自己資本の額は、一般貸倒引当金の減少等により、前年度末

比51億円減少の1,239億円となりました。また、リスクアセットの額は、有

価証券の増加等による資産の増加等により、前年度末比188億円増加の1兆

4,367億円となりました。

（億円）
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１１．不良債権の状況
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金融再生法開示不良債権比率 保全率

2020年3月末の金融再生法に基づく開示不良債権の総額は、経営改善等中小

企業金融の円滑化に取組むなか、債務者区分の見直しもあり、前年度末比10

億円増加の399億円となりました。

＊不良債権総額＝破産更生債権及びこれらに準ずる債権＋危険債権＋要管理債権

金融再生法開示不良債権比率は、正常債権は増加しましたが開示不良債権額

も増加し、前年度末比0.04ポイント上昇の2.19％となりました。また、不良

債権が貸倒引当金や担保・保証によりカバーされている割合を表す保全率は

前年度末比0.3ポイント上昇し、85.5％と引き続き十分な水準を確保してお

ります。

（％）（％）
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１２．株主還元額・株主還元率
2019年度の株主還元額は、前年度に実施した創業140周年記念配当や自己株式の取得がなくなり、前年度比7億円減少の12億円となりました。株主還元率は、

前年度比8.5ポイント上昇し41.2％となりました。

また、当行は、株主の皆さまの日頃のご支援にお応えするとともに、当行株式への投資魅力を高め、より多くの方々に長期間当行株式を保有していただくため、

2015年度から継続して株主優待制度を実施しております。

なお、2020年3月末の株主数は、前年度末比2,493名増加し、12,561名となりました。
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（百万円） （％）
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１３．2020年度業績予想

（単位：億円）

通期 通期 前年度比

中間期 中間期
前年

同期比

経常収益 210 429 185 △ 25 375 △ 54

業務粗利益 152 316 142 △ 10 288 △ 28

資金利益 126 260 124 △ 2 247 △ 13

役務取引等利益 19 40 20 1 41 1

その他業務利益 6 15 △ 2 △ 8 △ 0 △ 15

（うち国債等債券関係損益） 6 15 △ 0 △ 6 2 △ 13

経費 120 238 122 2 240 2

実質業務純益 32 77 20 △ 12 47 △ 30

実質与信関係費用 △ 2 33 2 4 8 △ 25

経常利益 43 26 25 △ 18 54 28

当期（中間）純利益 34 28 15 △ 19 30 2

2019年度実績 2020年度予想

単体の2020年度通期業績は、マイナス金利政策が続く厳しい投資環境に加え、新型コロナウイルス感染症の影響による経済情勢悪化が懸念される

なか、経常収益375億円、経常利益54億円、当期純利益30億円を予想しております。
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１４．中期経営計画の進捗状況（2019年度） 中期経営計画の概要

名称
ベスト リライアブル・バンクへの挑戦 ステップ３

～四銀のあたらしいビジネスモデルを確立するために、変わる！挑戦する！～

期間 2019年４月～2023年３月（４年間）

３年間 ３年間

４年間

戦略目標Ⅰ 「四銀スタイル」の確立

戦略目標Ⅱ BPR・ICT戦略の加速

戦略目標Ⅲ ３つのコンサルティング機能の発揮

戦略目標Ⅳ 持続可能な財務基盤・経営基盤の確立

ステップ１

前中期経営計画
ステップ２

本中期経営計画 ステップ３

現在取り組んでおります中期経営計画は、2013年～2023年の10年ビジョンである「真っ先に相談され、地域の発展に貢献する
ベスト リライアブル・バンク」の実現に向けた最終ステップとして位置付けており、2019年度は初年度に該当します。

ベスト リライアブル・

バンクの実現に向けた

経営全般のダイナミッ

クな変革

お客さまからの信頼度

と財務力の向上

10年ビジョンの実現

真っ先に相談され、
地域の発展に貢献する

「ベスト リライアブル・
バンク」

徹底的な構造改革
四銀のあたらしい

ビジネスモデルの確立

中間地点で個別施策をブラッシュアップ

2019年度 2020年度 2021～2022年度

2013～2015年度
2016～2018年度
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１４．中期経営計画の進捗状況（2019年度） 戦略目標Ⅰ 「四銀スタイル」の確立

• 当行の特長である「Just Like Family!な人財力」をベースに、お客さまに対して高度なコンサルティング機能を提供できる人財を開発・育成、
「四銀スタイル」の確立につなげています。

• 「従業者およびその家族の健康は、企業にとって大切な財産であり、守るべきものである」との考え方のもと、従業者が健康で、やりがい・
働きがいの持てる働き方の実現に向け取り組んでいます。

 経済産業省の「健康経営優良法人 ホワイト500」に3年連続で認定されて
います。

 監督職層（支店長代理・主任クラス）以上に占める女性行員の割合は増加
しました。
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資格試験等合格者数（延べ人数)

 コンサルティング力を発揮するために
必要な資格試験等の合格者数は着実に
増加しています。

 行内外の研修や休日開催講座の受講者
数も1,800人を超えました。
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監督職層以上に占める女性行員の割合
（人） （％）研修等受講者数（延べ人数）

人財開発・育成の強化 健康経営と新たな働き方の実現

四国アライアンス合同研修の様子

行内外研修 1,344

休日開催講座
（自主参加型）

501

合計 1,845
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１４．中期経営計画の進捗状況（2019年度） 戦略目標Ⅱ  BPR・ICT戦略の加速

クイック窓口

フィンクロス・パートナーシップ

 高知市内の営業店を中心に、入金伝票
や振込依頼書等のご記入が原則不要と
なるなど、お客さまの手続きが簡単、
スピーディーになる「クイック窓口」
を導入しました。

 タブレット端末を積極的に活用し、お客
さまに対するコンサルティング力の強化
に努めました。

BPR戦略の加速

• 営業店・本部の業務を徹底的に見直し、効率化することで、生産性向上を図るとともに、働きやすい環境実現に向けて取り組んでいます。

• デジタルの力で銀行業務を変え、営業店がコンサルティングに集中できる態勢を構築するとともに、お客さまに喜んでいただくサービスの
提供に向けて取り組んでいます。

ICT戦略の加速

 ペーパーレスにも一層取組んだ
結果、2019年度の印刷枚数は、
2018年度比△13.1％減の
10,143千枚となりました。

 地方銀行8行によるデジタル分野の
連携「フィンクロス・パートナー
シップ」のもとで共同開発した、
AIを活用した金融商品レコメンド
システムを導入しました。

※BPR（Business Process Re-engineering）：現状の業務プロセスを改善し、業務効率を向上させることで、生産性向上を図る。
※ICT（Information and Communication Technology）：情報通信（伝達）技術。

フィンクロス・パートナーシップ

11,668 

10,143 

0

3,000

6,000

9,000

12,000
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印刷枚数（千枚）

タブレット端末によるコンサルティング
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• 捻出の結果として、当行全体の人員数削減と、コンサル

ティング部門・企画部門への人員配置が実現しました。

捻出元
中期経営計画

期間中の
人員捻出計画人数

2019年度
実績（人）

営業店 200 83

本部 100 18

合計 300 101

 質の高いサービスの提供と、店舗運営の効率化を図るため、高知県では
宝町支店を万々支店内に、徳島県では土成支店を鴨島支店内にそれぞれ
ブランチ・イン・ブランチ方式にて移転統合しました。
結果、2019年度末の有人店舗数は、前連結会計年度末比2店舗減少し、
103店（本支店92店、出張所2店及び代理店9店）となりました。

１４．中期経営計画の進捗状況（2019年度） 戦略目標Ⅱ  BPR・ICT戦略の加速

• BPR戦略（営業店業務改革、本部業務改革）に基づく効率

化により、人員の捻出は順調に進んでいます。

店 舗

次世代型店舗イメージ図 また、これからの店舗の在り方と

して、「The Bridge of Lifetime 

Finance（人生における金融の架

け橋になる）」を目指し、次世代

型店舗を2020年度より順次導入

することとしました。

＜2020年度の予定＞

5月 尼崎支店（兵庫県）を移転

7月 一宮支店（高知県）を次世代型店舗として新築移転

8月
南国南支店（高知県）を南国支店へ、および国府支店（徳島県）を
徳島西支店へブランチ・イン・ブランチ方式で移転

9月
横浜ニュータウン出張所（高知県）を桂浜通支店へブランチ・
イン・ブランチ方式で移転
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１４．中期経営計画の進捗状況（2019年度） 戦略目標Ⅲ ３つのコンサルティング機能の発揮

 コンサルティング部に新たに設置した
「事業承継・相続サポートデスク」と
営業店の連携により、事業承継・M＆A
支援件数は大幅に増加しました。

ビジネスコンサルティング・個人コンサルティング

550 

729 
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ビジネスマッチング 成約件数

2018年度 2019年度

• コンサルティング機能の発揮に向け、ビジネス、個人、地域の3つのコンサルティングを軸に取り組んでいます。

• ビジネスコンサルティング・個人コンサルティングでは、昨年4月に設置したコンサルティング部と営業店が連携し、お客さまの夢や
課題解決の実現、ゆたかで便利なくらしの実現に向けて取り組んでいます。

・ローンプラザ
・ほけんプラザ
・ダイレクトセンター

コンサルティング部
担当者

コンサルティング力を
発揮する営業店担当者

40名
以上
任命他の営業店行員

OJT

営業店支援

各種相談

 高度なコンサルティング力を発揮できる営業店担当者を行内
の認定制度により40名以上任命し、統括する本部担当者との
連携を通じて、ライフステージに応じたコンサルティング活
動を推進しました。
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 お客さまの事業成長につながるビジネ
スマッチングの成約件数も着実に増加
しました。

（件）

 お客さまの資産形成ニーズに
合わせた幅広いご提案を行う
ために、商品ラインナップの
充実に努めました。

（件）
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 高知県西部にある老舗観光ホテルに対して、
政府系金融機関、地方公共団体や県内事業
者と連携して事業承継支援や雇用維持に
貢献するなど、地域産業の活性化に取り
組みました。

１４．中期経営計画の進捗状況（2019年度） 戦略目標Ⅲ ３つのコンサルティング機能の発揮

地域コンサルティング

• 地域コンサルティングでは、活力にあふれた地域の実現に向け、地域活性化に資する様々な施策に取り組んでいます。

• 四国の地方銀行4行（当行、阿波銀行、百十四銀行、伊予銀行）による「四国アライアンス」では、四国創生に向け、様々な施策に取り組んで
います。

ファンド投資により龍河洞のリニューアルを実現

 四国資源のブランディン
グや販路開拓による支援
を通じて、地域・お客さ
まの成長・発展に貢献す
るため、地域商社
「Shikokuブランド株式
会社」を4月1日に共同
設立しました。

 4行のファンド運営会社「四国アライアンスキャピタル株式会社」は、運営
ファンドにおいて、お客さまの事業承継・成長、再生支援等に取り組むことが
できました。

しこく中小企業
支援ファンド
（企業再生）

しこく創生ファンド
（事業承継・成長等）

しこくエネルギー
ファンド

（新エネルギー）

18件・39億円の投資実行（累計）

 4行のネットワークを活かしてビジネスマッチングに積極的に取り組んだ結果、
成約件数は1,037件と目標の800件を上回ることができました。

目標 実績 達成率

800件 1,037件 130％

 環境保全に貢献する観点から、「しぎん
地域活性化ファンド」を通じて、製造業
等の企業が有する自然環境への負荷を軽
減する事業に対して投資を行いました。

 「高知県観光活性化ファンド」を通じた投資
等により、日本三大鍾乳洞の一つとされる
「龍河洞」がリニューアルオープンするなど、
観光活性化に向けた取組みを推し進めました。

老舗観光ホテルの事業承継で
地域の活性化

2107年4月～
2020年3月累計

四国アライアンスの取組み
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１４．中期経営計画の進捗状況（2019年度） 戦略目標Ⅳ 持続可能な財務基盤・経営基盤の確立

財務目標に関する実績（単体ベース）

項目 2020年度までの目標 2019年度実績

事業所融資先数 2020年度末 11,500先以上 10,986先

事業承継・M&A支援件数 2019年度～2020年度 3,350件以上 2,718件

ビジネスマッチング成約件数 2019年度～2020年度 1,000件以上 729件

投資性商品契約者比率※1 2020年度末 3.5％以上 2.65％

預り資産残高（投信＋保険） 2020年度末 2,550億円以上 2,334億円

項目 目標 実績

当期純利益 40億円以上 28億円

自己資本比率 9％台 8.63％

ROE（株主資本ベース） 3.5％以上 2.5％

コンサルティング機能の発揮に関する実績（2020年度までの目標）

※1 投資性商品契約者比率＝ 20～50歳の投信または保険契約者数÷同年代の個人預金取引先数

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
る期末株価下落により、株式等償却（有価
証券評価損）が増加したことなどから、目
標を下回りました。
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１５．中期経営計画 2020年度の取組み

• 2020年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により企業収益や個人消費が急速に減少し、先行きについてもさらに下振れする懸念が生じて

います。

• 当行は、こうした課題を克服し、地域のお客さまとともに持続的に成長・発展するために、中期経営計画で掲げる施策をスピード感を持って

着実に実施してまいります。

中期経営計画 戦略目標 2020年度 重点施策

Ⅰ 「四銀スタイル」の確立
• 人財開発・育成の取組み強化
• 健康経営と働き方改革の取組み推進

Ⅱ BPR・ICT戦略の加速
• 営業店業務改革・本部業務改革の遂行
• デジタル技術の活用によるお客さまの利便性向上

Ⅲ 3つのコンサルティング機能の発揮

• 事業性評価を軸としたお客さまの課題解決とお客さまに寄り添ったコンサルティング
活動の徹底

• 資産形成・長寿化への対応強化
• 観光振興や一次産業など、地域の活性化に向けた取組み強化

Ⅳ 持続可能な財務基盤・経営基盤の確立

＜財務目標（単体ベース）＞

項目 目標

当期純利益 30億円以上

自己資本比率 8％台

ROE（株主資本ベース） 2.5％以上

※2019年度と同様に単年度の目標としております
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